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「
幸
福
」を
学
際
的
に
考
え
る

経済学・コミュニケーション学・心理学という異なる視点から、「幸福」をキー概念に、現代日本における社会・個
人の特質を研究する。各分野において蓄積された先行研究を相互に消化し、単独分野の研究では到達できない
論点を抽出して研究することにより、多面的で説得的な社会・個人の理解を目指す。ポスト成長、ポスト震災の現
代日本を、主観的・客観的／質的・量的な情報および分析手法により考察し、展望する。

●経済学、心理学、コミュニケーション学の各分野の視点から、現代社会を多面的、重層的に検討し、その特質
を理解した上で、将来の展望を得ることを目標とする。3分野から得られる知見は必ずしも一致したものになら
ない可能性があるが、そのことはかえって、研究の価値を高めるとも考える。

●研究に先立って、各専門分野における先行研究を相互にレビューしあい、欠落している、あるいは発展可能性
のある論点を洗い出すことにより、interdisciplinaryで、厚みのある研究を目指す。

●現代の人文・社会科学の研究方法は、主にアンケートを用いた統計的推測に基づく「量的アプローチ」、イン
タビュー、参与観察などに基づく「質的アプローチ」、そして両アプローチを混合した「混合アプローチ」に分
類でるが、それらのうちでわれわれが最も方法的に優れていると判断する「混合アプローチ」に基づき、研究
を行う。

●具体的には、アンケート調査、インタビュー調査を、幅広い年代を対象として実施する。また研究メンバーが関
係する諸団体の活動に実際に参加し、参与観察等を行う。

●研究の視野を広げる目的で、年度内に数回の研究会を、外部講演者を招聘して実施する。

●イースタリン・パラドクス（所得水準の上昇とともに主観的幸福感が所得水準に反応しなくなるという逆説）に
もみられるとおり、豊かな現代社会にあっては、もはやモノやカネが豊富であることは幸福感に直接結びつか
ず、むしろ他の何か－自己効力感や承認欲求やストレスのないコミュニケーションといった、既存の経済的指
標では代理できない、より高次の心理的感情・欲求・経験－が幸福度の要因として重要である可能性がある。
それら幸福度の要因を探るなかで、「社会」や「時代」を理解する手がかりを得たいと考える。

●われわれが取り組むものは、現代社会の特質を描き出す社会論であると同時に、個々の人間にフォーカスし
（つつその関係性を考慮し）た人間（関係）論であり、さらには幸福な社会を実現するための具体的方法を考
える政策論である。このような重層的アプローチに基づく研究はこれまでほとんど例がなく、先行研究とは異
なった現代の人間・社会の理解と展望、そして国・社会・地域が目指すべき指針を得られる可能性がある。
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